
日中平和80年
連続ワークショップ

【背景】
　2025年は、日中戦争及び第二次世界大戦が終結して80年目にあたる。人の一生に相当するような歳月の間、
隣り合う日本と中国は平和を守り抜いてきた。これは当たり前のように思えて、実は尊いことなのではないか。
混乱と戦闘の只中にある今日、「日中平和80年」を考えることは、これからの日本と中国、東アジア、ひいては
世界の平和を築いていく上での示唆を与えてくれるであろう。

「戦後80年：日中の「戦略
的互恵関係」と平和をどう
構築するか―政・官・民と
メディアの役割」【構成】

　

報告 討論 グループ討論× ×

4/19
15:00-17:30

「エコノミック・ステイト
クラフトと日中関係
―過去と現在」

第1回 5/24
15:00-17:30

「情報と外交・安全保障
―政治の役割・メディア
の役割」

第2回

6/21
15:00-17:30

「法曹、文化、青年交流
―民間交流の意義」

第3回 8/2
15:00-18:00

最終シンポジウム

日中関係論壇×日中学生会議×慶應義塾大学東アジア研究所

開催形態：対面及び Zoomでのオンライン形式
会場：慶應義塾大学 三田キャンパス 東館校舎６階 G-Lab 
入場無料／事前申し込み制（先着 50名）申し込みはこちら▶
お問い合わせ：jcsc44th@gmail.com

登壇者による報告 (60分) 登壇者による討論 (20分) 参加者によるグループ討論 (25分)

▶ ▶

【概要】　当イベントは、３回のワークショップとそれらの集大成としてのシンポジウム
により構成する。
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益尾知佐子氏 劉傑氏 中村元哉氏工藤泰志氏 吉岡桂子氏

「エコノミック・ステイトクラフトと日中関係―過去と現在」

趣旨：エコノミック・ステイトクラフト（経済的手段によって戦略的国家目標を達成
する外交術）という観点から、戦後の日中関係史を議論する。具体的には、民間貿易と
国交正常化、対中ODA、経済安全保障などがテーマとなる。

《 第１回 》

5/24
15:00-17:30

(慶応義塾大学教授)

(早稲田大学教授)(九州大学大学院教授)

(言論NPO代表)

(朝日新聞コラムニスト)(東京大学教授)

司会：小嶋華津子氏
報告：益尾知佐子氏　　　　　　   、劉傑氏　　　　　  、
工藤泰志氏
討論：中村元哉氏　　　　　、𠮷岡桂子氏

趣旨：ナショナリズムの高まり、フェイクニュースの氾濫の中で、外交・安全保障を
支える政治の役割・メディアの役割とはどのようなものか。歴史的事象を踏まえて考える。

「情報と外交・安全保障―政治の役割・メディアの役割」
《 第２回 》

開催形態：対面及び Zoomでのオンライン形式
会場：慶應義塾大学 三田キャンパス 東館校舎６階 G-Lab 
入場無料／事前申し込み制（先着 50名）申し込みはこちら▶
お問い合わせ：jcsc44th@gmail.com

(土)

15:00-17:30
4/19(土)

加茂具樹氏 呉軍華氏 八島継男氏井上正也氏 中里太治氏 江藤名保子氏

(静岡県立大学客員研究員)司会：諏訪一幸氏
報告：井上正也氏　　　　　　　 、
中里太治氏　　　　　　　　　　　　　、江藤名保子氏
討論：加茂具樹氏　　　　　　　 、呉軍華氏
スペシャルゲスト：八島継男氏

(日本国際協力機構国際協力専門員) (学習院大学教授)

(慶應義塾大学教授) (日本総合研究所上席理事)

(慶應義塾大学教授)

(一般社団法人善隣協会顧問)



大澤武司氏 川島真氏 渡辺満子氏刈間文俊氏 段躍中氏 髙木喜孝氏

諏訪一幸氏 小嶋華津子氏 高原明生氏勝隆一氏

趣旨：３回のワークショップを振り返り、過去・現在の日中関係を領域ごとに総括する。
それを踏まえ、「戦略的互恵関係」と平和の構築という観点から、今後を展望する。

司会：勝隆一氏
ゲスト講演：順次公開
報告：諏訪一幸氏　　　　　　　　  、小嶋華津子氏　　　　　　 、　　　
高原明生氏
討論：順次公開
総括：高原明生氏

(静岡県立大学客員研究員) (慶應義塾大学教授)

8/2
15:00-18:00

(土) 「戦後80年：日中の「戦略的互恵関係」と平和を
どう構築するか―政・官・民とメディアの役割」

《 最終シンポジウム 》

開催形態：対面及び Zoomでのオンライン形式
会場：慶應義塾大学 三田キャンパス 東館校舎６階 G-Lab 
入場無料／事前申し込み制（先着 50名）申し込みはこちら▶
お問い合わせ：jcsc44th@gmail.com

《 第３回 》

趣旨：政治、経済、外交、安全保障、情報などの領域と比べ、その効果が見えにくく
測りにくい、民間交流の意義はどれほどなのか。法曹・文化・青年交流の当事者の
実体験を踏まえて検討する。

(日中法律家交流協会理事長)

司会：高原明生氏
報告：刈間文俊氏　　　　　　  、段躍中氏　　　　　  、
髙木喜孝氏
討論：大澤武司氏　　　　　、川島真氏　　　　　、
渡辺満子氏

(東京女子大学特別客員教授)

(東京大学名誉教授)

(東京大学教授)(福岡大学教授)

(メディアプロデューサー)

「法曹、文化、青年交流―民間交流の意義」6/21
15:00-17:30

(土)

(日本僑報社代表)

(東京女子大学特別客員教授)


